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はじめに

■３Ｒ推進団体連絡会とは

３Ｒ推進団体連絡会（以下「本連絡会」という。）は、容器包装リサイクル法の対象である、ガ

ラスびん、PETボトル、紙製容器包装、プラスチック容器包装、スチール缶、アルミ缶、飲料用

紙容器、段ボールの８素材の容器包装の３Ｒ推進に係る八団体により、2005 年 12 月に結成され

ました。資源循環型社会の構築に寄与するため、容器包装リサイクル法に基づく分別収集と再商

品化をはじめ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を一層効率的に推進するための事業を、

広範に推進しています。

■自主行動計画の策定・実行の経緯

本連絡会は、「容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画」に基づき、「事業者が自ら実践する容

器包装３Ｒの取り組み」と「消費者・NPO、自治体・行政など主体間の連携に資するための取り

組み」を進めてきました。取り組みの進捗状況は毎年度フォローアップし公表しています。また、

計画の取り組み内容や目標の見直しは５年ごとに行っており、現在進めている「自主行動計画２

０２０」は第３次計画となります。

第４次の自主行動計画となる「自主行動計画２０２５」（以下「本計画」という。）では、第３次

自主行動計画である「自主行動計画２０２０」の 2016年度以降の取り組み実績や内外の動向を踏

まえ、引き続き容器包装３Ｒの推進と関係主体間の連携に資するため、2025年度に向けた目標と

取り組みの方向性を定めました。本連絡会および構成八団体の活動にご理解とご協力を賜りまし

た関係各位に心より御礼申し上げるとともに、本計画の推進に引き続きご支援とご協力を賜りま

すよう、お願い申し上げます。

2005.12 ３Ｒ推進団体連絡会の結成

2006.3 第 1 次自主行動計画（2006～2010 年度）

2011.3 第 2 次自主行動計画（2011～2015 年度）

2016.6 自主行動計画２０２０（第 3 次自主行動計画）（2016～2020 年度）

1 事業者自ら実践する３Ｒ行動計画

1 リデュースの推進

2 リユースの推進

3 リサイクルの推進
4 普及・啓発活動の推進4 普及・啓発活動の推進

2 主体間のさらなる連携のための行動計画

1 本連絡会の取り組み

2 共通テーマに基づく各団体の取り組み

自主行動計画２０２５（第 4 次自主行動計画）（2021～2025 年度）
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(4) 普及・啓発活動の推進

各素材では、その特性に応じ容器包装の３Ｒに関す

る情報発信・普及啓発活動を推進しました。主な例は以

下のとおりです。

○ ホームページでの情報発信

○ 関係リサイクル団体への表彰

○ 出前講座など、児童・生徒向けの環境学習の

実施

○ マテリアルフロー等の調査・情報提供

○ 自治体や関係者との意見交換会

また、各団体ではポイ捨て・散乱防止のための情報発

信やキャンペーン・イベントの実施、自治体の環境関連

イベントへの協力などを行っています。海洋プラスチ

ックごみ問題が地球規模の課題となっていますが、プラ

スチック容器包装では「プラ推進協・海ごみゼロキャン

ペーン」を実施するなど新たな取り組みを開始していま

す。

1.2 主体間の連携に資するための行動計画の成果

○ 広報・啓発事業の継続：展示会への出展、各種情報媒体による広報等
○ 情報共有・意見交換の充実：フォーラム・セミナーの開催や地域活動への支援等
○ 調査・研究事業の実施：消費者意識調査や学識者等との共同研究

(1) 広報・啓発事業

本連絡会の八団体共同の取り組みとして、各地で行

われる展示会への参加や、情報冊子の作成、配付、ホ

ームページにおける情報提供など、普及啓発活動を展

開しました。

計画項目

取り組みの成果

ホームページでの情報発信

関係団体への表彰

散乱防止・美化キャンペーン

展示会（エコプロ）
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【主な取り組み】

・ エコプロへの出展

・ ３Ｒ推進全国大会、全国都市清掃会議春季・秋季総会等、

各種イベントへの協力

・ 小冊子「リサイクルの基本」、啓発パンフレット「未来へ

とつながる３Ｒ社会をめざして」の改訂、配付

・ ホームページでの情報提供

(2) 情報共有・意見交換の充実

フォーラムや意見交換会の開催、地域における３Ｒ市民リーダー育成プログラム等を通じ、

消費者・NPO、行政、事業者、学識経験者など様々な主体との交流や意見交換を図っていま

す。

【主な取り組み】

・ 容器包装３Ｒ推進フォーラムの開催

・ 市民・自治体等との意見交換会（容器包装３Ｒ交流セミナー）の開催

・ NPOとの協働による「３Ｒ市民リーダー育成プログラム」の各地での展開

(3) 調査・研究事業の実施

継続的な消費者意識調査（インターネット調査）を実施し、容器包装３Ｒに関する消費者

意識・行動の変化の調査分析等を行いました。

また、アジアにおける資源循環、生産者責任のあり方について、神戸大学に３年間の調査

研究を委託しました。

容器包装３Ｒ推進フォーラム 意見交換会 ３Ｒ市民リーダー育成プログラム

消費者意識調査 神戸大学との共同研究

啓発パンフレット
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2. 2025 年に向けた取り組み方針

自主行動計画２０２０は、2020年度数値目標の達成評価にはあと１年を残しているものの、「事

業者自ら実践する３Ｒ行動計画」「主体間の連携に資するための行動計画」ともに、定められた計

画項目を着実に実施し一定の成果を上げることができました。

国においては 2018年 6月に第四次循環型社会形成推進基本計画を閣議決定し、2019年にはプ

ラスチック資源循環戦略が策定されました。さらに、2021年の通常国会にプラスチック資源循環

促進法案が提出され、循環型社会の形成に向けた政策が進められています。本連絡会は容器包装

リサイクル法に関わる事業者の社会的使命として、今後とも持続的に容器包装の３Ｒの推進に取

り組み、そのフォローアップ結果を関係主体と共有していきたいと考えております。

また、2020年は新型コロナウィルス感染症が世界的に拡大し、現在も続いています。当連絡会

主催の活動においても、一部の意見交換会の延期やエコプロ Onlineへの出展、容器包装３Ｒ推進

フォーラムのオンライン開催などの影響がありました。今後とも、新型コロナウィルス感染症の

拡大防止に向けた在宅勤務への移行など仕事のあり方やライフスタイルなど社会全体の変化を注

視しつつ、必要に応じて柔軟な対応を図っていきたいと考えております。

次の５年間に向け、本連絡会は引き続き関係各位のご理解とご協力を得ながら、容器包装３Ｒ

推進と主体間の連携に資するための取り組みを着実に実施していきます。

2.1 自主行動計画２０２５の基本事項

計画期間

2021年度から 2025年度までの５か年とします。数値目標の基準年度は 2004年度です。

計画の進捗状況の点検・評価

計画の推進にあたり、毎年度の取り組み状況についてフォローアップを実施し、その結果

を公表します。また、社会情勢の変化や計画の進捗状況に応じ、適宜、数値目標の見直しや

計画内容の改善を図っていきます。

自主行動計画２０２５2021 20252004

数値指標の基準年度 目標年度



7

2.2 2025 年に向けた取り組み方針

第四次循環型社会形成推進基本計画に掲げられた「素材の特性に応じた資源循環、ライフサイ

クル全体の最適化の推進」「各主体の参画・連携の推進」に基づき、容器包装の３Ｒに取り組んで

いきます。

基本方針１ 素材の特性に応じた容器包装３Ｒの推進

本連絡会は、過去 15 年間にわたり自主行動計画に基づき粛々と容器包装３Ｒに取り組み、

フォローアップを行ってきました。その結果、各素材とも３Ｒの推進に一定の成果が得られ、

フォローアップで得られたデータは、社会的な知見の共有にも貢献したものと考えます。

本計画では引き続き、各素材が取り組むべき方向性や目標を定め、素材の特性に応じたラ

イフサイクル全体の最適化を目指し、容器包装の３Ｒに取り組んでいきます。

基本方針２ 主体間連携の深化

市民・NPO、行政、事業者、学識経験者など様々な主体との意見交換や協働を通じ、主体

間連携を深化させていきます。

また、各種情報媒体、イベント等への参加を通じ、容器包装３Ｒの取り組みについて積極

的な情報発信を行い、知見の共有を図っていきます。

2.3 計画体系

本計画は、「事業者が自ら実践する３Ｒ行動計画」と「主体間の連携に資するための行動計画」

の二本柱からなります。「事業者が自ら実践する３Ｒ行動計画」では、リデュース・リサイクルに

ついて 2025年度の数値目標を定めることとします。

図表 3 計画の体系

1 事業者自ら実践する３Ｒ行動計画

1 リデュースの推進

2 リユースの推進

3 リサイクルの推進
4 普及・啓発活動の推進
4 普及・啓発活動の推進

2 主体間の連携に資するための行動計画

1 本連絡会の取り組み

2 共通テーマに基づく各団体の取り組み

容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画２０２５
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3. 事業者自ら実践する３Ｒ行動計画

「基本方針」に基づき、リデュース・リユース・リサイクルの推進に資する取り組みを進めま

す。なお、容器包装別の詳細については、「団体別自主行動計画」をご覧ください。

3.1 リデュースの推進

容器包装の最適化の取り組み

容器包装の機能確保を前提に環境配慮設計等を通じた容器包装の最適化を進め、資源使

用量の節減とライフサイクル全体での環境負荷の削減を進めていきます。

【取り組み例】

○ 軽量化や薄肉化、無駄のない形状への変更、コンパクト化など、容器包装の環境配慮

設計を通じた最適化を進め、資源使用量の削減を図ります。

○ 環境配慮設計に関わる指針を持つ団体においては、必要に応じて指針の改善を図ると

ともに、会員企業への普及を図ります。

○ ３Ｒ改善事例集など、具体的な取り組みに関する情報を会員企業に発信し、リデュー

スの取り組みの裾野の拡大、底上げを図ります。

リデュース目標

容器包装別のリデュースに関する数値目標は、図表 4に示すとおりです。

図表 4 リデュースの数値目標

素 材 指 標 2025 年度目標（基準年度：2004 年度）
ガラスびん

１本／１缶当た
り平均重量の軽
量化率

1.5％以上

PET ボトル 25％以上

スチール缶 8％以上

アルミ缶 6％以上

飲料用紙容器 １㎡当たり平均
重量の軽量化率

3％以上（※）

段ボール 6.5％以上

紙製容器包装
リデュース率

15％以上

プラスチック容器包装 22％以上

※ 牛乳用 500mlサイズカートンを対象とする。
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3.2 リユースの推進

ガラスびんリユースシステムの維持に向けた取り組み

脱炭素社会の実現にも貢献できる、ライフサイクル全体でのびんリユースシステムの環

境優位性を普及啓発するとともに、引き続きガラスびんリユースシステムの持続性確保の

ために国・自治体・消費者・事業者等のステークホルダーとの連携を図っていきます。

(1) リターナブルびんの環境優位性の普及啓発

○ ＬＣＡ調査・分析結果をもとに、ライフサイクル全体で環境面の優位性があるびんリ

ユースシステムに関する普及啓発に取り組みます。

(2) びんリユースシステムの持続性確保

○ 引き続きステークホルダーとの連携を図りながら、新たな関係構築を模索し、地域や

市場特性に合わせたびんリユースシステムの維持・構築を図ります。

3.3 リサイクルの推進

リサイクルに適した設計の普及

リデュースの取り組みと同様、環境配慮設計や３Ｒ改善事例集の普及等を通じ、容器包装

のリサイクル適性の向上とライフサイクル全体での環境負荷の低減を図ります。

【取り組み例】

○ 容器包装の単一素材化や分離しやすい形状など、環境配慮設計によるリサイクル適性

の向上を図ります。

○ 環境配慮設計に関わる指針を持つ団体においては、その改善を図るとともに、会員企

業への普及を図ります。

○ ３Ｒ改善事例集など、具体的な取り組みに関する情報を会員企業に発信します。

多様な回収ルートの確保

集団回収や店頭回収、拠点回収など多様な回収方式については、消費者、自治体、流通事

業者等と連携しつつ、社会全体でメリットのある回収方式の拡大に向けた支援を実施してい

きます。
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【取り組み例】

○ 各素材の回収方式の特性に応じ、回収実施団体等に必要な支援を実施します。

○ 集団回収など多様な回収の実践に係るマニュアルの普及など、情報発信を進めます。

関係主体との情報共有や連携

全国各地のリサイクル事例、リサイクルのゆくえ、回収資源の市況など、リサイクルに係

る各種情報を収集し、自治体や静脈産業事業者などの関係主体との情報共有を図ります。

【取り組み例】

○ マテリアルフローに関する調査の実施

○ ホームページや情報誌などを通じたリサイクル先進事例や最新情報の発信

○ リサイクル関係団体の表彰

リサイクル目標

容器包装別のリサイクルに関する数値目標は、図表 5に示すとおりです。

図表 5 リサイクルの数値目標

素 材 指 標 2025 年度目標（基準年度：2004 年度）
ガラスびん

リサイクル率

70％以上

PET ボトル 85％以上

プラスチック容器包装 60％以上（46%以上※）

アルミ缶 92％以上

スチール缶 90％以上

紙製容器包装

回収率

28％以上

飲料用紙容器 50％以上

段ボール 95％以上
※プラスチック製容器包装はリサイクル率の算定方法を見直しました。

カッコ内は従来の算定方法による数値です。詳細は団体別自主行動計画（p.32~）をご参照ください。

3.4 普及・啓発活動の推進

容器包装３Ｒの推進は、使用済容器包装の排出者である消費者ならびに収集・選別を担う自治

体の理解・協力が欠かせないため、素材の特性に応じ、３Ｒに関する多様な普及啓発・情報発信

を行います。

また、ポイ捨て・散乱防止のための情報発信やキャンペーン・イベントの実施・協力など、関

連する環境保全活動に取り組んでいきます。
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4. 主体間の連携に資するための行動計画

第１次計画から 15年間継続した市民・ＮＰＯ、行政、事業者、学識者等との連携の実績と知見

の蓄積を生かし、主体間連携の一層の深化を図ります。

4.1 本連絡会の取り組み

(1) 広報・啓発事業

各種イベント・展示会への出展やパンフレット、リーフレット等の作成、配布などの PR・

啓発事業を継続しつつ、コミュニケーションに役立つコンテンツの充実を図っていきます。

①各種情報媒体による広報・啓発

パンフレット・リーフレットの改訂・作成、配布、ホームページでの情報発信など、各種

媒体による広報・啓発を進めます。

②展示会への出展

エコプロ等、環境・３Ｒ推進に関する展示会への出展を通じ、容器包装３Ｒに関する知

見の啓発と取り組みへの理解・協力の促進を図ります。

③コンテンツの充実

小冊子『リサイクルの基本』や啓発パンフレット『未来へとつながる３Ｒ社会をめざし

て』を適宜改訂し、自治体が住民に対し容器包装の３Ｒを普及啓発する際に役立つ情報（分

別や回収システム、再商品化などの共通情報）の充実を図ります。

(2) 情報共有・意見交換の充実

フォーラムやセミナー等の実施により、市民・NPO、行政、事業者、学識者との情報共有・

意見交換を進めます。

①フォーラム・セミナーの開催

容器包装３Ｒ推進フォーラム、意見交換会（容器包装３Ｒ交流セミナー）を開催し、市

民・ＮＰＯ、行政、事業者、学識者といった関係主体との情報共有、意見交換を進めてい

きます。

②地域活動への支援と交流促進

NPOと連携した「３Ｒ市民リーダー育成プログラム」などの取り組みを通じ、地域にお

ける市民・自治体の活動を支援し、交流を図っていきます。
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(3) 調査・研究、情報交換等の実施

①消費者意識調査の実施

第１次計画から継続している消費者意識調査を継続し、消費者の容器包装３Ｒの意識・

行動に関する現状や課題を把握分析し、各種連携の取り組みを展開する際の基礎資料とし

ます。

②学識者との情報交換等

国内外の容器包装３Ｒ制度の現状や今後のあり方など、必要に応じて学識者との情報交

換、意見交換等を実施し、知見の蓄積を図ります。

4.2 共通テーマに基づく各団体の取り組み

以下のような共通のテーマを持って、各団体が関係主体間の連携に資する取り組みを展開しま

す。なお、各団体の取り組みの詳細については、「団体別自主行動計画」をご覧ください。

(1) 情報提供・普及啓発活動

容器包装の特性や状況に応じ、

○ ホームページの更新

○ ３Ｒ推進・普及啓発のためのイベントの主催

○ 環境展等への出展・協力

○ 普及啓発パンフレットの配付や映像媒体の作成

など、情報提供・普及啓発活動を展開します。

(2) 各主体との情報共有・意見交換

各団体にて自治体や消費者団体との意見交換、各種シンポジウムやフォーラム等への参加

などを進めていきます。

(3) 調査・研究事業

○ リサイクルの高度化・効率化に向けた組成分析等の調査・研究

○ 多様な回収の促進に向けた調査・研究

○ 自治体との協働による効果的な消費者啓発方法の研究

などの調査・研究を各容器包装の特性や状況に応じ、進めていきます。

















http://www.petbottle-rec.gr.jp/












http://www.kami-suisinkyo.org/








































http://www.alumi-can.or.jp/
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